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スケジュール

Ⅰ．等流・不等流の計算・3DCAD Ver.813：30～14：30

Ⅲ．RC特殊堤の設計計算

14：30～15：20 Ⅱ．落差工の設計計算 Ver.3

15：30～16：00
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休憩

Ⅳ．矢板式河川護岸の設計計算 Ver.216：00～16：20
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等流・不等流の計算 Ver.5等流・不等流の計算・3DCAD Ver.8

建設省河川砂防技術基準（案）同解説
ー調査編－

土地改良事業計画設計基準 設計「水路工」

基準書・技術書

参考資料

製品概要

平均流速公式レベル1、1a、2、2a、3

に対応した等流・不等流計算プログラム

定価（税別） ￥180,000
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不等流計算の方法

計算開始位置の水位(m) 計算する全断面の流量(m3/s)

入力データ

位置水頭2

速度水頭2
位置水頭1

速度水頭1

断面間で摩擦水頭、損失水頭

が失われる

（位置水頭1＋速度水頭1）－（位置水頭2＋速度水頭2）

＝（摩擦損失水頭＋その他損失水頭）

※速度水頭、摩擦損失水頭の算出方法は平均流速公式により変化
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平均流速公式

平均流速

公式

複
断
面

粗
度
変
化

干
渉
効
果

計算に必要なパラメータ

レベル1 × × × 1つの粗度係数

レベル1a × ○ × 粗度係数の分布

レベル2 ○ ○ × 各分割断面の粗度係数

レベル2a ○ × × 1つの合成粗度係数

レベル3 ○ ○ ○
各分割断面の粗度係数

境界混合係数



等流・不等流の計算 Ver.5等流・不等流の計算・3DCAD Ver.8

不等流の逐次計算式

上流側の水頭

位置水頭＋速度水頭

下流側の水頭

位置水頭＋速度水頭
－ ＝

断面間で失われた水頭

エネルギー勾配×断面間距離
＋その他の損失水頭

※エネルギー勾配は上流、下流の平均値

平均流速公式がマニング式（レベル１）の場合

平均流速公式に応じて、

・速度水頭

・エネルギー勾配

の算出式が変化
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各平均流速公式における速度水頭・エネルギー勾配算出式
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レベル１（マニング） レベル1a レベル2

レベル2a レベル3

各平均流速公式のモデル図

粗度係数nは1種類

n

複数の粗度係数を合成

n2

n1 n3

区間ごとに計算

n2

n1 n3

区間1 区間2 区間3

粗度係数nは1種類
区間で区切って算出した合成径深を使用

n

区間1 区間2 区間3

区間ごとに計算
樹木群（緑テクスチャ部）考慮
干渉効果考慮

n2

n1 n3

区間1 区間2 区間3
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常流と射流

常流（下流から計算開始）

射流（上流から計算開始）

常流

限界水深

跳水

常流は、限界水位より高く、下流端水位が支配断面水位となる

射流は、限界水位より低く、上流端水位が支配断面水位となる
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不等流の計算条件指定

計算条件 開始側 計算方向

常流 下流端 下流から上流へ向かって計算

射流 上流端 上流から下流に向かって計算

混
合

ステップ1 下流端 下流から上流へ向かって計算

ステップ2 収束しなかった区間の上流端
※開始点の水位は限界水深

収束しなかった範囲ごとに
上流から下流に向かって計算
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混合による計算（１／３）

常流

射流

限界

水深

常流と射流が混在している流路を、1回の計算で行うことが可能

常流

常流
射流
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混合による計算：ステップ１（２／３）

常流

射流

限界

水深

ステップ１：下流端から、常流として計算する。

常流

常流
射流

収束しなかった場合は、限界水深に置換える。

計算開始

常流として収束しなかったので、

限界水深に置換え
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注意：

収束しない原因は、常流／射流以外にも考えられます。

常流／射流の判定が正しいかは、設計者のご判断が必要です。

混合による計算：ステップ２（３／３）

常流

射流

限界

水深

常流

常流
射流

ステップ２：収束しなかった区間を射流として計算

計算開始水位は限界水深とする。

収束しなかった区間の上流端を

限界水深にして、射流として再計算



等流・不等流の計算 Ver.5等流・不等流の計算・3DCAD Ver.8

収束曲線

・水位－収束誤差の関係をグラフ化

・収束できない状態を確認する
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追加機能

等流・不等流計算に加えて、下記の計算機能を用意しています。

種類 計算内容

損失水頭 不等流の流路内に各種損失水頭を設定することが可能。

照査機能
「土地改良事業計画設計基準 水路工」を参考として、流れに対する照
査を行います。

H-Q式による流
下能力計算

不等流計算結果を元に、H-Q式を使って指定した水位に対する流量を
計算します。

跳水の位置計算
射流から常流へ変化する２断面間について、跳水の発生位置を計算し
ます。

満流水位を超え
た閉断面の不等
流計算

常流の場合、サイホンなど閉断面で満流水位を超えた場合でも、動水
勾配線を算出して不等流計算を行うことができます。

砂州、湾曲による
水位上昇量の指
定

水位上昇量を指定することで、水位上昇量を考慮した不等流流下能力
の計算を行います。湾曲の水位上昇量は、パラメータ指定により自動算
出が可能です。
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土地改良事業計画設計基準「水路工」基準書による照査機能

等流・不等流計算結果の水位、流量に対して照査（ＯＫ、ＮＧ判定）を行います。

照査名 照査内容 備考

余裕高 水位が余裕高を確保していることを照査 余裕高の自動計算も可能

許容流速 流速が指定した流速の範囲であることを照査
最小流速、最大許容流速の指
定が可能

流れの安定性
最大許容流速または最大許容限界流速比を指定して、計算結果が指定値以下であ
ることを照査

通水可能量と設計
流量の比

満水時(余裕高を含んだ断面での通水可能量)÷計算結果の流量が最小許容流量
比以上であることを照査

等流計算のみ
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H-Q式による不等流流下能力計算

河道断面ごとに、氾濫の発生するおそれのある水位（氾濫開始水位）を設定し、

この水位における流量を不等流計算結果に基づくH-Q式により算出します。
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これで１単元目「等流・不等流の計算・3DCAD Ver.8 製品説明」を終わります。


